
● 学習者⾃⾝が聴く⾃⾝の声 (⾃⼰聴取⾳声) を再現し，
学習者が⾃分で講義をしているかのような感覚を得る
オンデマンド講義システムを提案する．

● 本システムによる，学習者の認知や
⼼理状況への影響を調査し，
新たな学習⽀援の可能性を⽰す．

1. はじめに

ELEVATE：学習者⾃⾝の⾃⼰聴取⾳声で聴く講義システム
福⽥航希†，阪井 瞭介†，松下 嶺佑†，國⾒ 友亮‡，⾼道 慎之介†‡（†慶應義塾⼤学，‡東京⼤学）

研究背景  研究⽬的

2. 前提知識

● オンデマンド授業は，動画という形式上⼀⽅的であり，
モチベーションを保ちづらいことが指摘されている[1]．

● ⾃分⾃⾝の録⾳⾳声 (空気伝導⾳声) を聞くと注意⼒や感情，
或いは記憶タスクのパフォーマンスが⾼まる[2]．

● ⾏為主体感は学業成績と関連があり[3]，また記憶タスクの成績を⾼め
るとされている[4]．

● ⾃⼰聴取⾳は，空気伝導⾳と
体内伝導⾳からなる[5]．

● 体内組織はバターワースフィルタ
の役割を持つため，体内伝導⾳を
空気伝導⾳から再現可能である[5]．

4. 実験的評価

実験条件

テスト結果

● 介⼊群5名，統制群10名．
● ⾳声合成技術に関する講義動画
○ 約40分間，4セクション．

● 講義内容に関連するテストを実施．
○ ⾃由記述，40問．

● 感情，⾏為主体感等を測った．

● テストの得点割合は以下の通り．
○ 介⼊群M = 55.0%（SD= 25.7）
○ 統制群M = 48.5%（SD= 13.7）

● マン‧ホイットニーのU検定の結果，
有意差は⾒られなかった（p=0.623>0.05）．

● 介⼊群の平均得点割合が絶対的に7.5%⾼い．
（問題にしておよそ2問分）

● 本システムが学習者の記憶⼒を⾼める可能性が⽰唆された．

⾏為主体感

感情
● ⾃⼰⾳声を聞くことは概して不快[2]．
● 有意に介⼊群は”不快だ”が⾼く，

介⼊群の”やる気”が削がれていた．
● ”⾃分の声が嫌いであるため，

聞いていて⾟かった”という意⾒があった．
● 介⼊群は有意に⾃分⾃⾝の声であると認識していることから，

この影響は⾃分の声を聞く体験によるものであると考えられる．
● 本システムは，学習者のネガティブな感情を増⼤させる．

● 1から7の7段階による評価．
● システムによって，発声していなくても，⾃分が講義をしたような気持ちになっている．
● ”まるで聞いた⾔葉を⾃分が発しているかのようだった”の項⽬も，介⼊群が有意に⾼い．
○ あまり聞き馴染みのない専⾨的な内容についても，⾃分が話しているように感じられる．

● 受け⾝になりがちなオンデマンド授業の問題点が解決，授業に対する能動的な関与が促進される．

3. 提案法

● テキスト⾳声合成の⽣成モデルには，
⾳声時間⻑について明⽰型[6]と⾮明⽰型[7]がある．

● 明⽰型は合成⾳声の話速の制御が容易であり，
本研究のように動画に合わせることも可能である．

● 疑似的に再現した体内伝導⾳で学習を⾏い，
任意のテキストから体内伝導⾳を合成することが可能．
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● 授業に適した声質は⼈によって異なるか？
○ 声質好感度コーパス[8]との対応をとり，参加者属性ごとに適した⾳声を提⽰できるようにする．

● 不快でない⾃⼰⾳声を合成することは可能か？
○ 不快さの⼀つの要因として，voice confrontationと呼ばれる声の違和感が挙げられている[2,9]．
○ ⾏為主体感を維持しつつ，⾃分にとって魅⼒的な⾃分らしい声が実現すると理想的．

● 本システムの影響は⼀時的なものか？
○ 気持ち悪さに慣れる可能性，或いは，⽬新しさに慣れて記憶の定着に作⽤しない可能性が考えられる．

介⼊群 統制群

1⽇⽬ 朗読⾳声を収録

中⽇ ⾃⼰聴取⾳声に近くなるよう，パラメータを決定

2⽇⽬

⾃⼰⾳声で講義を聴取 専⾨家⾳声で講義を聴取

テストに回答

実験アンケートに回答

空気伝導⾳から
⾃⼰聴取⾳を

⼈⼯⽣成

学習者による
朗読⾳声収録

※⾃⼰聴取⾳合成のパラメータは，学習者⾃⾝が聴取実験で決定．

専⾨家による
講義動画

⾃⼰聴取⾳により，
講義動画を視聴する．

朗読⾳声

講義⾳声

朗読⾳声
(⾃⼰聴取⾳)

TTSモデル
学習

⽂字起こし
発話時間検出

⾃⼰聴取⾳による
講義⾳声合成⽂字起こし

発話時間情報

学習者の⾃⼰聴取⾳を
合成できる
学習済みTTSモデル

講義動画

質問項⽬ 介⼊群 統制群 p値
平均 標準偏差 平均 標準偏差

まるで講義を⾃分がしているかのようだった 3.40 2.074 1.60 0.966 0.068
まるで頭の中から声がするようだった 3.00 2.345 1.10 0.316 0.041
まるで⾃分⾃⾝の声を聞いたようだった 4.20 2.387 1.20 0.422 0.010
まるで聞いた⾔葉を⾃分が発しているかのようだった 4.20 2.168 1.30 0.483 0.016
まるで調整された⾃分の声を聞いているかのようだった 5.20 2.490 2.20 2.300 0.071

5.将来研究 


